
                               

ヒトは話しかけて欲しいかどうかを表情から判断できるか 

Does facial expression tell whether a person wants to be talked to? 
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Abstract： 本研究では，ヒトは相手が「話しかけて欲しい」かどうかを表情から判断できるかを

調べた。演者は，正面あるいは斜め前の人物に，話しかけて欲しそう（欲しくなさそう）な表情を

作ることを求められ，その様子を録画した。評価者は，録画された動画に対して「話しかけて欲し

そうかどうか」の判断を行い，正答率を条件ごとに解析した。また，評価者の性格特性（特に共感

性）が判断に影響を与えるかどうかの検討も行った。 

 

1. はじめに 
 

他者とのインタラクション場面において，話しかけ

やすい雰囲気を持つ人や，逆に話しかけて欲しくない

雰囲気を放つ人がいる。しかしこれらの雰囲気をもつ

人に対して，その人が話しかけて欲しそうどうかを正

しく判断できるかについては，これまで検討されてい

ない。表情は他者の感情を読み取るための大きな判断

材料の一つであると考えられる[1][2]。本研究では，ヒ

トが話しかけてほしいかどうかを，他者の表情から判

断することができるかを検証することを目的とした。

また，表情判断には個人の性格特性が関わることが示

されており[3]，中でも共感性が表情理解と深く関連す

ることが明らかとなっている[4]。これらのことから，

共感性が話しかけて欲しそうかどうかの判断にも関

係している可能性を考え，評価者の共感性の調査も行

った。 

 

2. 方法 
 
2.1. 刺激の動画撮影 

 

本研究では，話しかけて欲しそうかどうかの判断を

する表情刺激として動画を用いることとし，使用する

動画の撮影を行った。男女各 2 名ずつの演技経験者を

対象に，指定した条件における演技の様子を 10 秒間

撮影した。1 人の演者につき，8 条件の動画を撮影し

た：他者存在位置（正面・左斜め）×話しかけて欲し

さ（話しかけて欲しい・話しかけて欲しくない）×演

技強度（強・弱）。他者存在位置とは，話しかけてほし

い（欲しくない）の対象となる人物がいると想定する

位置のことを示している。「正面」の条件であれば演者

の正面に他者がいると想定し，「左斜め」の条件であれ

ば演者の左斜め前に他者がいると想定する。撮影の際

は，わかりやすいように他者がいると想定する位置に

ぬいぐるみを設置した（図 1）。8 条件全てにおいて，

動画を撮影する際はなるべく顔をカメラに向けたま

ま動かさず，表情のみで演技を行うよう教示した。ま

た，演者の正面と左斜め前の 2方向にカメラを設置し，

同時に撮影を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 動画撮影の風景 

 

 

2.2．話しかけて欲しいかの判断 
 

 34 名（男性 15 名，女性 19 名，年齢 20.2 歳±1.39

歳）の大学生を対象に実験を実施した。評価者は，デ

スクトップ PC を用いて，実験用アプリケーションの

PsychoPy（Psychology software in Python）で作成された
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表情判断課題への回答を行った。 

表情判断課題では，評価者は，画面に映し出された

動画を 10 秒間視聴したのち，「動画内の人物が話しか

けて欲しそうに感じたか」と呈示された問題に対し，

「はい」「いいえ」をキーボード入力によって回答した。

その後，自身の回答に対する確信度を 5 段階（1.自信

なし～5.自信あり）で，キーボード入力によって回答

した。視聴した動画が，他者存在位置が正面の条件の

動画であれば正面の人物がいると想定し，他者存在位

置が左斜め前であれば左斜め前に人物がいると想定

した上で評価するよう教示を 4 つに分けた（図 2）。教

示 1 と 2 は評価者の位置と他者存在位置が一致してい

るため，自身への話しかけて欲しさを評価し，教示 3

と教示 4は評価者と他者存在位置が一致していないた

め，評価者自身の隣に別の人物がいることを想定した

うえで，その人物に対する話しかけて欲しい（欲しく

ない）の評価を行った。1 つの教示につき，話しかけ

て欲しいか（2）×演技強度（2）×演者数（4）の 16

試行行い，動画呈示の順序は，カウンターバランスを

とった。 

評価課題の実施後，評価者に対し，共感性に関する

尺度である日本語版対人反応性指標（Interpersonal 

Reactivity Index）[5]への回答を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 教示ごとの他者存在位置とカメラ位置 

 

2.3. 結果と考察 
 

全条件の平均正答率が，チャンスレベル（50%）よりも

高いかどうかを調査するため二項検定を行った。結果，

有意に正答率が高いことが明らかとなった（平均正答

率 67.7±14.6%, p < .01）。この結果から，ヒトは表情

から「話しかけてほしいかどうか」の判断ができてい

る可能性が示されたため，以降の解析では，条件ごと

に結果の分析を行い，判断への影響を与える要因につ

いての検討を行った。 

 

2.3.1. 教示ごとの正答率 

他者存在位置や，評価者自身に対する評価か他者に

対する評価か（評価者位置と他者存在位置の一致）が

正答率に影響を与えるかどうかを調べるため，2 要因

分散分析を行った（図 3）。有意水準は.05 とした。 

その結果，他者存在位置と，評価者と他者存在位置

の一致についての主効果も認められなかった。また，

交互作用は認められなかった。従って，他者の存在位

置や評価対象が，評価者自身か他者かについては判断

の正誤に影響を及ぼさない可能性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 教示ごとの平均正答率 

（エラーバーは標準誤差） 

 

 

2.3.2. 演技内容ごとの評価 

 

話しかけて欲しいか（欲しい・欲しくない）×演技

強度（強・弱）についての 2要因分散分析を行った（図

4）。有意な交互作用が認められたため（F（1,33）= 5.70, 

p = .023），多重比較を行った。その結果，演技強度が

強い時は弱い時に比べて，話しかけて欲しい（F（1,33）

= 36.44, p < .01）/欲しくない（F（1,33）= 6.05, p = .019）

に関わらず，有意に正答率が高かった。さらに，演技

強度が弱い時は，話しかけて欲しくない方が話しかけ

てほしい時より有意に正答率が高かった（F（1,33）= 

8.27, p < .01）。これらの結果から，演技の強度が強い

正答率は高くなり，演技強度が弱い時は，話しかけて

欲しくなさそうな方がより判断が正しくできている

ことが明らかとなった。 

 

 

2.3.3. 演者ごとの正答率 

 

演者によって正答率に差があるかどうか調査した。



以後，4人の演者は演者 1～演者 4と表記する。演者 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 演技条件ごとの平均正答率（1:[欲しい・

強]2:[欲しい・弱]3:[欲しくない・強]4:[欲しくない・

弱]） 

（エラーバーは標準誤差） 

 

および演者 3 は女性，演者 2 および演者 4 は男性であ

った。はじめに，演者の性別による差が無いかについ

て調査するために，正答率について 1 要因分散分析を

行った。その結果，男性の演者に対する正答率の方が

女性の演者よりも有意に高かった（F（1,33） = 21.05, 

p < .01）。さらに，全演者間での正答率の違いを調査し

たところ（図 5），演者による有意な差が見られた（F

（1,33） = 26.40, p < .01）。下位検定を行ったところ演

者 3の正答率は 53%と，演者 1（t （3.56）= 3.56, p < .01），

演者 2（ t （7.12）= 7.12, p < .01），演者 4（t （5.23）

= 5.23, p < .01）の他の 3人の演者の正答率と比べて有

意に低いことが明らかとなった。これらの結果から，

演者の性別が男性の場合に正答率が高く，演者の性別

が話しかけて欲しいかどうかの表情判断に影響を及

ぼす可能性が示唆された。 

 

2.3.4. 演者ごとの確信度 

 

 はじめに，回答の確信度と正答率の関係について検

討を行った。各評価者の回答確信度ごとに平均正答率

を求め，確信度とその平均正答率の相関分析を行った。 

その結果，有意な正の相関が認められた（r= .431, p 

< .01）。この相関係数と，確信度ごとの正答率を示した

図 6 から，確信度が高いほど表情判断の正答率も 

高くなっていることが確認された。 

次に，演者ごとに回答確信度に違いがあるかどうか

を調べるために，演者を要因とした確信度の 1要因分

散分析を行った。その結果，演者による有意な差は認

められなかった（図 7）。 

演者ごとの正答率と回答確信度の結果から，演者に

よって正答率は大きく異なるのに対して，回答確信度

には差が見られなかった。つまり，回答に自信がある

ものの間違った判断をした結果が含まれていると考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 演者ごとの平均正答率 

（エラーバーは標準誤差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 回答確信度ごとの平均正答率 

（エラーバーは標準誤差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 演者ごとの回答確信度 

（エラーバーは標準誤差） 



 

2.3.5. 共感性と正答率の関係 

 

 評価者の共感性と正答率の関係を調べるため，共感

性の 4つの下位尺度ごとに相関解析を行った。その結

果，全ての下位尺度において有意な相関関係は認めら

れなかった（表 1）。これらの結果から，話しかけて欲

しそうかの表情判断と個人の共感性は関係しない可

能性が示唆された。 

 

表 1 共感性尺度と正答率の相関係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 結論と今後の展望 
  

本研究の結果から，ヒトは他者の表情から話しかけ

て欲しそうかどうかを判断することが可能であるこ

とが明らかとなった。この知見は，ヒトが他者の表情

を正しく読み取ることができるかどうかを検証する

だけでなく，ヒトと機械のコミュニケーションにかか

わる重要な知見となると考えられる。例えば，現状の

会話コミュニケーションロボットは，誰かれ構わず話

しかける事例が散見される。しかし，これがもし，「話

しかけてほしい時に話してくれる」，「放っておいてほ

しい時は話しかけない」，また究極的には「一見話しか

けて欲しくないけれど，本当は話しかけて欲しい」な

どの人間の意図を正確に察することが出来れば，ヒト

と機械の新たな関係性の構築に寄与すると考えられ

る。 

しかし，今回，表情判断の正答率が評価対象となる

演者によってばらつく結果が示されており，汎用的に

特定しない対象の意図を正確に読むには，より多くの

演者による演技を刺激とした実験を行うなど、更なる

検討が必要である。本研究では，評価者側の表情判断

の正答率を調査したに留まるが，話しかけて欲しい/

欲しくない人の表情の特徴量を抽出すること，また評

価者の視線計測を行うことによって，評価者が他者の

顔のどの部分から表情を判断しているかを明らかに

できると考えている。また本研究では，日本語版対人

反応性指標（IRI）から定量化した個人の性格特性と表

情判断の正答率において有意な関係は認められなか

った。しかし，他の個人特性において関係が認められ

る可能性がある。例えば，個人の不安傾向と表情刺激

に対する反応時間の違いについて示された先行研究

がある[6]。不安傾向等の他の性格特性の尺度を用いる

ことも今後の展望として考えられる。 
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共感性下位尺度 相関係数 p値

PD（個人的苦痛） - .070 .692

EC（共感的関心） .070 .693

PT（視点取得） .213 .227

FS（想像性） .012 .946


